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第11回 新たな地域精神保健医療体制の構築に向けた検討チーム

q fr.224-1 I F4E I iFf+3

「精神病床における認知症入院患者に関する調査」に関する論点 (案 )

精神病床における認知症入院患者(454人 )に関する集計結果を踏まえ、論点(案 )
や退院可能性の有無と関係すると思われる項目について、調査結果に対する論点 (案 )

として整理した。

論点1 精神症状・異常行動と治療の状況

O 過去 1カ 月間に何らかの精神症状・異常行動のあった割合は、99%【 間 8】
○ 精神症状・異常行動の発生頻度は、「ほぼ毎日」と回答した患者の割合は、
「意思の疎渾困難」38%、 「徘徊」30%、 「大声」 18%
「月1～ 2日程度よりも少ない (月 1回未満)Jと 回答した患者の割合は、

「意思の疎通困難」39%、 「徘徊」55%、 「大声」 6¬ %【問 8】

○ 過去 1週間に薬物を使用している患者の害J合は、身体疾患治療薬82%、 抗精
神病薬56%、 その他の向精神薬 56%、 抗認知症薬 7%【問 14】

○ 過去 1カ 月に精神科専門療法を行つている患者の割合は、「入院生活技能訓練
療法」60%、 「音楽療法、その他の精神科リハビリテーション」51%、「入院

精神療法」31%【 r・514-2】
`

○ 精神症状・異常行動の状況 【問 8】 について、「状態の改善が見込まれず、居
住先・支援を整えても近い将来 (6ヶ 月以内)の退院の可能性はない」の患者 (6

2%)と 、それ以外 (退院可能性がある)の患者 【問 24】 で比較したところ、
「大声 :ほぼ毎日」の害1合がそれぞれ 22%、  12%、 「徘徊 :ほぼ毎日」はと

もに30%【スライド37,38】

⇒ ほとんどの患者が何らかの精神症状・異常行動を有する。精神症状等の発生頻度
では、「意思の疎通困難 :ほぼ毎日」が約 4割である。それ以外の症状は、月¬～

2回より少ない (月 1回未満)患者が半数以上を占める。また、精神症状に対する

投薬・治療を行つている患者は約 6割である。精神症状・異常行動及び治療の状況

と退院可能性との関係について、どのように考えるか。




